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江戸川区肉マンション協議会



マンショシ管理c;)問題、
一緒に話し合い参しよう。

きっと、いいヒントが見つかり彦可。

江戸川区マンション協議会は平成 20 年に「江戸

川区内マンション耐震問題等検討協議会」として

区内 11 のマンションの参加で設立されました。

阪神淡路大震災の後、強イヒされた耐震基準問題に

連係して対応することが目的でしたが、一通りの

診断・対処が完了し、名称も現在の「江戸川区内

マンション協議会」に変更し、大規模修繕や地域

コミュニティ、高齢化問題、防災対策問題、規約

改正、管理会社との付き合い方などマンションの

管理・保全・運営に関する諮問題を話し合ってい

ます。

一つのマンション（管理組合）だけではなかなか解決出来ない問題も、いろいろな知恵や経験

談から糸口が探せるかもしれません。また行政とのつながりも、皆が集まることによって太い

パイプが通せます。

管理組合としての加入だけでなく、個人での参加も苛能です。

現在日の管理組合と 7 名の個人会員が参加して、毎月 1 回集まり、役員会・勉強会・工事の

現場見学会などを実施しています。

マンションの問題は早めに動くことが大切です。いまはまだ新しいと思っていても 10 年後、

20 年後・・・あっという悶です。マンションの資産価値を保ち、より住みやすい居住環境を

実現するにはどうしたらいいか、一緒に話し合いましょう。

皆様のご参加をお待ちしています。



※江戸川区マンション通信第57号より

江戸川区肉マシシヨ： シ協議会ぬ紹介

3月開催予定の江戸川区マンション管理

組合セミナーの共催者である江戸川区内マ

ンション協議会の活動を紹介します。協議会

事務局のあるなぎさニュータウン管理組合

事務局にて、会長の森川幸世さんと事務局の

永田孝さんにお話しをうかがいました。

設立ぬ経緯と活動ぬ履歴

＋たち江戸川区内マンション協諮は、江争
区で耐震診断助成制度ができるというこユースを

きっかけに、平成20年9月、江戸川区内の12の

管理組合が参加して発足しました。江戸川区都市

開発部住宅課や建築指導課のご協力もいただいて

います。当初の名称は「江戸川区内マンション耐

震問題等協議会」といい、その名のとおり耐震問

題をベースに検討を重ね、さらに管理組合に共通

する問題の解決にも取り組んできました。平成24

年にほとんどの加入組合が耐震診断にこぎつけた

ことから、会の名称を現在の「江戸川区内マンショ

ン協議会」に変更しています。

協議会は、江戸川区内の各マンションが抱える

諸問題について、本目E扶朗活動、情報交換活動を

行い、各マンションの安全、安／仏＼な住居環境の維

持向上を目指すことを目的にしていますく協議会

会則より〉ロ

毎月の役員会や年数回開催のセミナー ・講演会

の中でさまざまなマンションの問題について話し

合うとともに、防災用品の共同購入や修繕工事の

見学会なども行ってきました。こうした活動を通

じて、自分だちのマンション運営をよりよいちの

にしようと努力しています。

争昨年献活動と現状、今後ぬ課題につい乞争
昨年度はマンション管理に関わるテーマとして

①標準管理規約の改定 ②電力自由化〈高圧一括

受電〉問題 ③マンション総合保険の更新 ④高

齢化問題〈役員のなり手不足〉 ⑤大規模修繕お

よび長期修繕計画の策定 ⑥管理費の滞納問題な

事務局永田さんと森川会長〈右〉

どを取り上げました。また3月には区内各所から

55名の参加者を集めて三者〈東京都マンション管

理士会城東支部、江戸川区建築設計協同組合、江

戸川区内マンション協議会〉共催によるセミナー

〈江戸川区後援〉を開催しました。

2016年1 1 月末現在、参加管理組合数が14、

個人会員が8、戸獄の合計は5493戸となってい

ます。

普段の活動としては月一回の定例役員会（8月

と12月はお休み〉を開催しています。 1 月、 3月、

7月にセミナーを開催し、 10月が通常総会です。

協議会の課題としては、今年度の活動計画にち

掲げていますが、管理組合が共通して抱える以下

の5つの問題にまとめられます。

1. 経年とともに経費の増大する大規模修繕計画

の問題〈計画策定と実施〉

2. 高齢化の進行によるコミュ二ティの構造変化

の問題〈役員、運営、滞納等〉

3. 管理会社との付き合いかたの問題

4. 行政との連携、または行政への働きかけの問

題〈各種補問金、標準管理規約の男直し等〉

5. 近い将来に！也iず起こるであろうといわれる

「大災害」への対応、準備

これらの問題は一朝一夕に解決できる問題では

ありませんが、反面、ある程度タイムリーに苅処

しなければ後々まで影響力t出る問題であることを

認識する必要があります。



1.に関連しますが、これから問題になるのは第

一回目の大規模修繕工事の後、二回目を行う前が

一番きついのではないでしょうか。築年数でいう

と12～15年のこうしたマンションでは、新築入

居時に一時金として積み立てられた修繕積立金が

一回目の大規模修繕工事でなくなってしまい、入

居をうながすだめに怪く設定されている修繕積立

金を見直さざるをえなくなります。

また、 2.に関連しますが、規模が大きければ大

きいほど高経年マンションでは合意形成が難しく

なります。終の棲家として考える方もいれば、 2

～3年で転居しようとしている方ちいるかもしれ

ません。自分の生きている問、あと10年ちてばそ

れでいいという風に考える方もおられるでしょう。

そうした方は、老い先長くはないのだからマン

ションにこれ以上お金をかけたくないと考えられ

るかちしれません。一方でそうしたマンションに

ローンを組んで新たに入居されてくる方ちおられ

るわけです。管理組合としては、そうした方々ヘ

マンションの品質を保証していく義務があると思

うのです。

＋之械をぬ活動命中古大変厄舟ごと争
3.11 の前は耐震診断を住民に理解してもらう

ことが大変でした。最終的にはそれぞれのマン

ションの管理組合が判断をしなければならないこ

とですが、耐震診断をして悪い結果が出たらどう

するのかという意見もありました。ふたを開けて

みたら構造上の問題が出て来たりして、実際に耐

震診断まで持っていくのは大変な作業でしたD 最

終的には、耐震診断をし、耐震補強工事をやった

方がいいということになりました。東日本大震災

の後では、やっておいて良かったねということに

なりましたが（笑〉。

協議会の活動の成功事例といえるのは、排水管

や給水管などの問題について率先して行っている

管理組合の情報を共有することができたことです。

協議会に入ったおかげで大規模修繕工事がうまく

できたというマンションもありましだ。

ただし、問題点としては、理事長が変わると来

なくなる組合もあります。管理組合活動の継続性

の保証という問題は組合共通の課題だと思います。

争 防災対策についτ 令
マンション協議会としてはここ2年ほど防災の

話ほされてきませんでした。最近、地域での防災

ネットワークの構築ついて会員から提案が出てき

ています。マンション同士の防災ネットワークを

作っていくことは必要なことだと思います。マン

ション同士の連携をもっと深めていくためには、

地域の区分けをもう少し細かく行い、各jマの地域

のマンションをピックアップして、その中のリー

ダーシップをとれるマンションを何力所か作って

いかないと難しいのではないかと思っています。

争 今後ぬ課題と抱負 令
高齢化の問題が一番のベースになって、そこか

らすべての問題が出てきているように思います。

今年の抱負としては、ともかく会員数を増やさ

なければなりませんロマンション同士のネット

ワークを広げて、年代の若いところ、築10～15

年といったマンションに今から着目して対策がで

きるようなチャンネルを作っておかなければなら

ないと思っていますo

そうした揚として、この 3 月開催予定の江戸川区

マンション管理組合セミナーを活用していきたい

と考えていますD 管理組合理事の方が抱える問題

を相談できる揚としてマンション協議会を大いに

お役立ていただければと思いますロ

「江戸川区内の管理組合のみなさま、江戸川区

内マンション協議会ヘぜひご加入くださいD マン

ション管理について、いろいろお話をして、みな

さんでおEいにより良いマンション生活を目指し

ていきましょう。 」

多くのマンションが参加することによって、よ

り大きな力でさまざまな活動が可能になることを

信じています。

【お問い合わせ先】

なぎさニュータウン管理組合事務局

電話： 3688-0771

F A ×: 3688-0518 

受信日時：月～金 9 :oo~ 17: 00 

メー，~J7 ドレス： nagisak~く＠pb4.so-net.nejp

会 費：一般会員年間 12,000円

特別会員年間 3,600円


